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つきたてのお餅も振る舞われました

足寄ジュニアブラスバンド足寄三絃講師会
あしょろ岐志会による枝払い
競技の実演

足寄ヒップホップダンスサークル

とかち青空レディーの金谷美来さ
ん

今回復活した丸太切り競争には男女合わせて15人が参加

ナ　メア　フラ　オ　ヒナノ 足寄中学校吹奏楽部 足寄高等学校吹奏楽部

足寄雌阿寒太鼓保存会

カマス挙げ大会男性の部で
優勝した鎌田卓さ

ん

カマス挙げ大会女性の部で
優勝した渡辺あずささ

ん

第36回

足寄ふるさと

花まつり

　

５
月
28
日
、
第
36
回
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま

つ
り
（
実
行
委
員
会
主
催
、
家
常
尚
詞
会
長
）

が
役
場
横
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
観
光

客
や
家
族
連
れ
な
ど
町
内
外
か
ら
２
８
０
０

人
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
足
寄
雌
阿
寒
太
鼓

保
存
会
が
登
場
し
、
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
を

披
露
。
町
民
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
吹
奏
楽
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
民
謡
な
ど
町
内
で
活
動
し
て
い

る
団
体
が
出
演
し
、
訪
れ
た
観
光
客
ら
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
足
寄
町
商
工
会
青
年
部
な
ど

に
よ
る
出
店
の
他
、
町
の
特
産
品
販
売
の
ブ

ー
ス
も
設
置
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
足
寄
も
ち
つ
き
隊

か
ら
つ
き
た
て
の
お
餅
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

恒
例
の
カ
マ
ス
挙
げ
大
会
に
は
、
町
内
外

か
ら
た
く
さ
ん
の
力
自
慢
が
参
加
。
男
性
の

部
（
25
㎏
）
に
は
20
人
、
女
性
の
部
（
15
㎏
）

に
は
16
人
が
出
場
し
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
男
性
の
部
で
は
鎌
田
卓
さ
ん

が
２
分

52
秒
で
３
年
ぶ
り
の
優
勝
。
女
性
の
部
で
は

渡
辺
あ
ず
さ
さ
ん

が
７
分
６
秒
と
、
他
の
参
加

者
に
大
差
を
つ
け
て
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
豪
華
景
品
が
当
た

る
抽
選
会
や
パ
ン
ま
き
も
行
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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歳　入

地方交付税
44億5,942万4千円

町税
8億6,336万7千円

国庫支出金
5億7,917万8千円

諸収入
4億4,596万8千円

道支出金
4億3,900万9千円

使用料及び手数料
1億4,607万2千円

繰入金
7,767万8千円

町債
5,750万0千円

その他
6億5,485万4千円

歳　出

職員費
12億8,968万6千円

公債費
11億3,153万9千円

土木費
9億4,905万0千円

民生費
9億2,405万5千円

衛生費
7億7,638万7千円

農林水産業費
7億3,912万0千円

総務費
7億2,764万2千円

教育費
6億4,598万2千円

その他
7億0,662万8千円

5. 28 SUN

町民ボランティアの森づくり
町木のアカエゾマツを植樹

町 の 財 政 状 況（平成29年３月31日現在）

　足寄町緑のまちづくり協議会（西野勲会長）主催の

「町民ボランティアの森づくり」が開催され、１２６

人が参加しました。この活動はニトリ北海道応援基金

の助成を受けて行われたもので、平成18年の低気圧で

風倒被害に遭った里見が丘の町有林に町木のアカエゾ

マツ５００本、カミネッコン（北海道電力提供）90本

を植樹しました。

　参加者は協力して、印のついた箇所に全ての苗を約

１時間かけて丁寧に植えていました。植樹を終えた参

加者は汗をかきながらも、楽しかったと笑顔で話して

いました。

平成28年度予算の執行状況をお知らせします。

【地方交付税】　�国税（所得税、法人税、酒税、消費

税など）の一部から、町の財政状況

に応じて交付されるお金です。

【町税】　皆さんが納めた税金です。

【国庫支出金】　�町の特定の事務・事業に対して国か

らくるお金です。

【諸収入】　預金利子、貸付元利収入など

【道支出金】　�町が行う事務・事業に対して、北海道

からくるお金です。

【使用料及び手数料】　�公共施設の使用料や各種行政

サービスに関する利用手数料

などのお金です。

【繰入金】　�特別会計や基金との間で相互に資金運用

し、一般会計に繰り入れされるお金です。

【町債】　�多額の資金を必要とする事業を早く完了す

るため、国や銀行などから借り入れするお

金です。

【職員費】　�特別職・一般職の給与などの経費

です。

【公債費】　借入金の返済金、利子など

【土木費】　�道路改良、公営住宅の建設などの

経費です。

【民生費】　�幼児や高齢者、障がい者を援護す

るための経費です。

【衛生費】　�予防接種やごみなどを処理するた

めの経費です。

【農林水産業費】　�農業基盤整備や農林業振興

のための経費です。

【総務費】　�庁舎の管理・運営、徴税・戸籍関

係事務などのための経費です。

【教育費】　�小・中学校の改修や生涯学習推進

などの経費です。

一般会計

企業会計の収支状況 特別会計の収支状況

歳入収入済額　７７億２,３０５万０千円
執行率　７３．６％

歳出支出済額　７８億９,００８万９千円
執行率　７５.２％

上水道事業

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

予 算 額 1億4,860万1千円 9,787万2千円

収入済額 1億4,809万9千円 5,268万0千円

支出済額 1億4,039万5千円 9,778万0千円

病 院 事 業

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

予 算 額 12億7,129万9千円 1億831万8千円

収入済額 10億6,260万5千円 7,824万7千円

支出済額 11億5,990万7千円 1億680万4千円

会 計 名 予 算 額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 11億8,544万8千円 10億2,157万0千円 10億5,673万6千円

簡 易 水 道 9,154万9千円 1,585万8千円 6,367万0千円

公共下水道事業 4億5,005万8千円 1億7,660万7千円 4億1,275万4千円

介 護 保 険 8億9,000万6千円 7億5,125万1千円 7億9,107万7千円

足寄都市計画足寄市街
地区土地区画整理事業

1億0,695万2千円 1,441万4千円 1億0,293万4千円

介護ｻｰ ﾋ ﾞ ｽ事業 2億8,400万3千円 1億8,160万3千円 2億6,672万9千円

後期高齢者医療 1億0,941万3千円 1億0,405万3千円 1億0,684万6千円
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練習の成果を披露

　第88回メーデー足寄地区集会（足寄地区連

合主催）が行われ、町内の労働組合員やその

家族など約１００人が参加しました。参加者

は「労働者の待遇改善」などを訴えながら市

街地を行進しました。その後、町民センター

で集会が開かれ、働く仲間の暮らしを守るた

め参加者全員で力強く意思確認をしました。

スローガンを唱え行進

周りをよく見て渡ろうね！

交通安全教室

　大誉地小学校（野村勉校長）では、中・高

学年11人は学校敷地内で自転車の交通ルール

を、低学年６人は同校周辺に信号機が少ない

ことから隣町の陸別町で、本別警察署上利別

駐在所や同署陸別駐在所の職員、町交通安全

指導員らが見守る中、横断歩道の正しい渡り

方や信号機の見方などを学びました。

　足寄小学校（ 根広至校長）では、同署足

寄交番所長や同交通安全指導員から、校庭に

作られた模擬コースで自転車の正しい乗り方

や安全確認の方法を学んだ他、実際に路上に

出て、道路での自転車の乗り方や、横断歩道

を渡る実地訓練を行いました。

※芽登小学校と螺湾小学校の交通安全教室は、

雨天のため校内にて交通安全講話となりま

した。

　足寄消防団（奥泉圀博団長）の連合演習が

役場駐車場で行われ、団員１１４人、陸上自

衛隊足寄分屯地５人、消防車両等11台が参加

しました。団員らはきびきびとした動作で演

習に取り組み、日頃の練習の成果を発揮。来

賓や見学者に機械器具点検や小隊訓練、消防

操法などを披露しました。

大誉地小学校

足寄小学校

4/21

4/25

5/9

5/1

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

　

國
見
さ

ん

は
、
昭
和
48
年
４
月
に
足
寄

消
防
団
第
１
分
団
の
団
員
に
な
っ
て
以

降
、
分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
し
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
は
足
寄
消
防
団
団
長

に
就
任
す
る
な
ど
、
平
成
28
年
３
月
に

退
団
さ
れ
る
ま
で
の
43
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
消
防
・
防
災
活
動
に
従
事
さ
れ
、

地
域
住
民
の
尊
い
生
命
や
財
産
を
守
る

こ
と
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

叙
勲
を
受
け
て
國
見
さ
ん

は
、「
43
年

と
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
等
の
任
務

に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
62
年

６
月
に
発
生
し
た
喜
登
牛
で
の
林
野
火

災
や
平
成
15
年
８
月
の
台
風
10
号
に
よ

る
大
雨
災
害
は
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
10
年
に
女
性
消
防

団
を
導
入
で
き
た
こ
と
も
思
い
出
の
一

つ
で
す
。
こ
の
度
の
受
賞
は
私
一
人
の

力
で
は
な
く
、
地
域
や
家
族
な
ど
周
り

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
頂
く
こ
と
が

で
き
た
も
の
で
、
大
変
感
謝
し
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

里
見
が
丘
公
園
整
備
工
事
を

経
て
足
湯
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
新
し
く
屋

根
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ

り
く
つ
ろ
げ
る
施
設
と
な
り
、

利
用
期
間
も
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
に
通
年
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し

く
な
っ
た
足
湯
施
設
は
既
存
し

て
い
た
足
湯
に
加
え
、
施
設
中

央
部
分
に
仕
切
り
が
で
き
、
湯

が
張
ら
れ
た
こ
と
で
室
内
で
も

足
湯
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

足
湯
施
設
の
近
隣
に
は
総
合

体
育
館
や
陸
上
競
技
場
、
野
球

場
な
ど
体
育
施
設
の
他
、
出
合

い
の
森
な
ど
の
散
策
路
も
あ
り

　

こ
の
度
、
内
閣
府
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
平

成
29
年
春
の
叙
勲
」
に
お
い
て
、
元
足
寄
消

防
団
団
長
の
國
見
將
さ
ん

が
、
公
共
に
対
し
顕

著
な
功
績
の
あ
る
方
に
贈
ら
れ
る
瑞
宝
双
光

章
（
消
防
功
労
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

國
見 　

將
さ
ん

（
73
歳
・
南
３

－

２
）

ま
す
の
で
、
運
動
後
の
体
を
休
め
る
場

所
と
し
て
も
最
適
な
環
境
と
な
っ
て
い

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
日
に
足
湯
を
楽
し
ん

で
い
た
利
用
者
は
、
疲
れ
が
と
れ
る
ち

ょ
う
ど
良
い
温
度
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
足
湯
は
着
替
え
な
ど
が
必
要
な
く
、

タ
オ
ル
片
手
に
手
軽
に
利
用
で
き
る
こ

と
や
、
誰
と
で
も
会
話
を
し
な
が
ら
利

用
で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

更
に
、
全
身
の
血
行
が
良
く
な
る
た
め
、

冷
え
性
や
筋
肉
痛
、
疲
労
回
復
に
有
効

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

４月27日

里見が丘　足 湯 オープン
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家族連れでにぎわう

　帯広信用金庫足寄支店（平松央支店長）、

北海道銀行足寄支店（木村基支店長）、町商

工会（丸山勝由会長）の職員ら21人が清掃活

動を行いました。地域貢献活動の一環として、

同信金からの呼び掛けにより今回は合同で行

われ、参加者は町道東通り沿いに捨てられた

空き缶などを袋いっぱいに拾い集めました。

まちをきれいに

共に学びあう
　町教育委員会主催による、ふるさと足寄１

００年塾「学遊校」の入校式が町民センター

で行われ、新たに会員22人が入校しました。

塾長の藤代和昭教育長は一人一人に塾生証を

手渡し「年齢や立場を超えて、心身共にしな

やかに対応できるようキャリアアップしてく

ださい」と歓迎の式辞を述べました。

水防功労者賞を受賞
　足寄消防団（奥泉圀博団長）は全国水防管

理団体連合会から水防功労者表彰を受賞しま

した。この表彰は昨年８月の台風７号、９号、

10号、11号と前線の大雨の際に、土のう積み

や避難誘導など水防活動にあたった功績を讃

えたもので、奥泉団長は「今後も地域性のあ

る訓練や活動をしていきたい」と述べました。

見守り協定等を締結安心したまちづくりに
　町は、㈱セブンイレブンジャパンと高齢者

の事故や孤立死防止を目的とした「地域見守

り活動」と「災害時の物資供給及び店舗運営

の継続、早期再開」に関する２つの協定を締

結しました。安久津勝彦町長は「地域の見守

りと災害時の支援のそれぞれの協定は大変あ

りがたく心強い」と感謝の意を述べました。

　自治会連合会定期総会が町民センターで行

われ、60単位自治会が参加しました。会では、

功労者表彰の他、昨年度の事業経過報告、役

員改選などが行われました。新会長に選出さ

れた齋藤健司さ
ん（南６条自治会）は「皆さん

の知恵と声をいただきながら自治会の活性化

に努めていきたい」と抱負を述べました。

　道立青少年体験活動支援施設ネイパル足寄

（杉山良雄所長）で春のこどもフェスティバ

ルが行われ、町内外から親子連れなど約９５

０人が訪れました。来場者は縁日ひろば、せ

っけんづくりなどの体験コーナーの他、雌阿

寒太鼓やマジックショーなどの多彩な催しに

会場は大いに盛り上がりました。

5/7

5/10

5/11

5/13

きらきら光るかな

オンネトーを考える

阿寒国立公園満喫プロジェクト

　オンネトー地区の魅力を創造していくこと

を目的とした「第１回オンネトー魅力創造委

員会」が消防庁舎団員研修室で開催され、関

係団体など30人が出席しました。会議では４

班に分かれてワークショップを実施し、オン

ネトーの魅力や課題、将来像について話し合

い、活発な意見交換が行われました。

　足寄動物化石博物館（澤村寛館長）で、地

質の日（５月10日）を記念としたイベントと

して「石はみがくと玉になる」が開催されま

した。参加者は川原で採取された十勝石など

を異なる研磨剤で約１時間かけて磨き上げ、

時間を掛けるほどに石の表面がつるつるにな

る過程を楽しんでいました。
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足寄町教育委員会
ホームページアドレス　http://town.ashoro.hokkaido.jp/ki/
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開
催
し
ま
す

お

し

ら

せ

社
会
体
育
事
業

生
涯
学
習
事
業

調印式での竹田社長（左）

Vol.108

●
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
締
結
記
念
講
演
会

　

町
と
㈱
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
締
結
を
記
念
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
同
球
団
代
表
取
締
役
社
長
の

竹
田
憲
宗
氏
を
お
迎
え
し
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
「
夢
」
の
実
現
に
向
け
た
お
話
を
語
っ
て

く
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
　
６
月
30
日
㈮

時
　
間　

午
後
６
時
～
７
時
（
予
定
）

場
　
所　

あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

演
　
題　

「C
h
allen

g
e w

ith
 D

ream

　
　
　
　

夢
の
実
現
に
向
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

６
月
15
日
㈭
～
29
日
㈭

表
紙
か
ら
振
り
返
る
広
報
あ
し
ょ
ろ
の

歴
史
展

７
月
４
日
㈫
～
７
月
18
日
㈫

　
　

と
か
ち
野
草
工
房
足
寄
押
し
花
展

７
月
22
日
㈯
～
８
月
６
日
㈰

　
　

原
爆
写
真
展

８
月
17
日
㈭
～
８
月
29
日
㈫

　
　

第
32
回
全
十
勝
写
真
公
募
展

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

開
催
日
　
６
月
21
日
㈬
　
22
日
㈭
　
23
日
㈮

　
　
　
　
　
　
28
日
㈬
　
29
日
㈭
　
30
日
㈮

　
　
　
　
全
６
回

時
　
間　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

場
　
所　

温
水
プ
ー
ル

対
　
象　

小
学
1
年
生
～
６
年
生

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
旅

開
催
日
　
７
月
８
日
㈯

時
　
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

場
　
所　

阿
寒
湖
周
辺

対
　
象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
（
初
心
者
水
泳
）

開
催
日
　
７
月
19
日
㈬
　
21
日
㈮
　
26
日
㈬

　
　
　
　
28
日
㈮
　
全
４
回

時
　
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
　
所　

温
水
プ
ー
ル

内
　
容　

初
心
者
を
中
心
と
し
た
水
泳
教
室

対
　
象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
第
15
回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
日
　
８
月
27
日
㈰

時
　
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

場
　
所　

陸
上
競
技
場　

他

内
　
容　

自
治
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
、一
般
・

小
学
生
交
流
ゲ
ー
ム　

他

子
育
て
・
家
庭
教
育

学
校
教
育

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」

開
催
日
　
６
月
15
日
㈭
　
７
月
20
日
㈭

　
　
　
　
８
月
17
日
㈭
　
９
月
12
日
㈫

時
　
間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日
　
６
月
27
日
㈫
　
７
月
25
日
㈫

　
　
　
　
８
月
22
日
㈫
　
９
月
26
日
㈫

時
　
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日

　
７
月
27
日
㈭

時
　
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

　
　
　
　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
教
科
用
図
書
展
示
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
町
内
の
小
中
学

校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
用
図
書
お
よ
び
平

成
30
年
度
小
学
校
採
択
教
科
用
図
書
審
査
用

見
本
（
特
別
の
教
科
・
道
徳
）
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

目
　
的　

教
科
用
図
書
お
よ
び
採
択
教
科
用

図
書
を
公
開
し
、
教
科
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

期
　
間
　
６
月
16
日
㈮
～
29
日
㈭

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
　
細　

教
育
総
務
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す

　

７
月
か
ら
、
町
民
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

が
始
ま
り
ま
す
。
工
事
は
本
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
行
わ
れ
、
本
年
度

の
工
事
は
、
主
に
図
書
館
と
な
る
２
階
の
改

修
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
利
用
で
き
る
場
所
が
制

限
さ
れ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
の
詳
細
な
日
程
等
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
改
め
ま
し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
６
月
は
ス
ポ
ー
ツ
月
間

　

足
寄
町
体
育
協
会
（
宇
野
浩
会
長
）で
は
、

６
月
を
ス
ポ
ー
ツ
月
間
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

大
会
や
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
で
も
仲

間
同
士
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

町
内
の
自
治
会
や
職
場
の
仲
間
と
行
う
健

康
づ
く
り
活
動
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
種
目
に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

総
合
体
育
館
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
野
外
体
育
施
設
オ
ー
プ
ン

　

野
外
体
育
施
設
を
団
体
で
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ご
利
用

の
際
は
、
必
ず
総
合
体
育
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
使
用
の
際
は
、
施
設
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

野
外
体
育
施
設

　

自
由
広
場
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
と
き
わ
サ
ッ
カ
ー
場
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
（
と
き
わ
・
と
き
わ
東
・
里
見

ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
・
し
ら
か
ば
）

※
里
見
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
は
、
公
園
再
整
備
工

事
の
た
め
Ｂ
コ
ー
ス
の
み
開
放
し
ま
す
。

●
里
見
が
丘
公
園
内
の
駐
車
に
つ
い
て

　

里
見
が
丘
公
園
自
由
広
場
に
あ
る
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

改
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
ま
で
の
期
間
、
周
辺
整
備
も
含
め
た

各
種
工
事
に
よ
り
、
大
型
車
両
が
公
園
内
体

育
施
設
周
辺
の
道
路
を
通
行
し
ま
す
の
で
、

園
内
所
定
の
駐
車
場
以
外
で
の
駐
車
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１
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小松洋一新委員長

●
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
を
活
用
し
ま
し
た

　

里
見
が
丘
野
球
場
は
、
長
年
使
用
し
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
の
劣
化

が
進
ん
で
き
た
た
め
、
昨
年
度
、
土
の
補
充

等
の
再
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
連
休
か
ら
本
年
度
の
使
用
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、野
球
少
年
団
や
中
学
校
野
球
部
、

今
年
復
活
し
た
足
寄
高
校
野
球
部
な
ど
が
、

整
備
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
工
事
費
の
一
部
は
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
く
じ
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
の
助
成
金
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
各
種
委
嘱
委
員

　

平
成
29
年
度
の
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社

会
教
育
関
係
の
み
）
お
よ
び
社
会
教
育
関
係

団
体
の
代
表
者
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社
会
教
育
関
係
）

社
会
教
育
委
員
の
会
議

 

委

員

長　

小
松　

洋
一

 

副
委
員
長　

伊
藤　

貴
之

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
会
議

 

委

員

長　

沼
田　

信
二

 

副
委
員
長　

松
本　

憲
治

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

 

委

員

長　

宇
野　
　

浩

 

副
委
員
長　

細
野　

博
文

文
化
財
専
門
委
員
会

 

委

員

長　

澤
村　
　

寛

 
副
委
員
長　

齊
藤　
　

修

社
会
教
育
関
係
団
体
代
表

文
化
協
会
会
長 

細
野　

博
文

日
本
足
並
み
会
会
長 
髙
橋　

秀
樹

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長 

新
沼　

芳
彦

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長 

濱
下　

賢
也

青
年
協
議
会
会
長 

山
口　

哲
平

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長 

進
藤　

晴
子

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

 

佐
々
木
寿
雄

体
育
協
会
会
長 

宇
野　
　

浩

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
本
部
長

 

阿
部　

智
一

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

ご
相
談
く
だ
さ
い

教
育
相
談
電
話

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

　

（
よ
く
な
ろ
う

3

3

3

3

3

と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、
非

行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相 

談 

員

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 
☎
25

－

３
１
８
８

武田　　悟
生涯学習推進アドバイザー

青木　敬二
生涯学習推進アドバイザー

「
あ
し
ょ
ろ
化
石
教
室
」

　

年
３
回
実
施
し
て
い
る
「
あ
し
ょ
ろ
化
石

教
室
」。
そ
の
第
２
回
目
を
７
月
９
日
㈰
に

開
催
し
ま
す
。

　

釧
路
市
阿
寒
に
出
か
け
、
５
０
０
万
年
前

の
貝
化
石
の
発
掘
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

５
０
０
万
年
前
は
、
十
勝
か
ら
釧
路
に
か

け
て
寒
流
が
流
れ
る
海
（
湾
）
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
海
底
に
は
15
㌢
に
も
な
る

大
き
な
ホ
タ
テ
（
タ
カ
ハ
シ
ホ
タ
テ
）
が
生

息
し
て
お
り
、
今
回
は
大
き
な
貝
化
石
の
発

掘
を
め
ざ
し
ま
す
。

詳
　
細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

動
物
化
石
博
物
館
情
報

寄
付
を
い
た
だ
き
図
書
を
購
入

●
帯
広
し
ん
き
ん
様

　

帯
広
信
用
金
庫
様
か
ら
、
創
業
１
０
０
年

記
念
「
未
来
へ
の
展
望
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

基
づ
い
た
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
勝
の
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
本
を
読
ん
で
も
ら
い
、
地
域
の
未
来
を
担

う
一
人
と
し
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
図
鑑
な
ど
の
書
籍

63
冊
を
揃
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
池
田
千
鶴
様

　

小
中
学
生
向
け
の
勉
強
の
仕
方
の
本
や
学

習
マ
ン
ガ
、
職
業
・
仕
事
に
関
す
る
本
を
揃

え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
他
、
幼
児
向
け
の
デ

ィ
ズ
ニ
ー
絵
本
な
ど
、
合
わ
せ
て
26
冊
を
購

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
づ
ま
文
庫

の
棚
で
開
架
し
て
い
ま
す
。

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
足
寄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

　

子
ど
も
に
人
気
の
科
学
マ
ン
ガ
「
か
が
く

る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ
」
と
「
実

験
対
決
シ
リ
ー
ズ
」
25
冊
を
揃
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
足
寄
信
友
会
様

　

人
気
の
名
探
偵
コ
ナ
ン
の
学
習
マ
ン
ガ
「
推

理
フ
ァ
イ
ル
シ
リ
ー
ズ
」
と
「
理
科
フ
ァ
イ

ル
シ
リ
ー
ズ
」
29
冊
を
揃
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日

　
６
月
17
日
㈯

　
７
月
15
日
㈯

　
　
　
　
９
月
16
日
㈯

時
　
間　

午
後
１
時
～
２
時

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日
　
７
月
５
日
㈬
　
８
月
２
日
㈬

　
　
　
　
９
月
６
日
㈬

時
　
間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

対
　
象　

乳
幼
児

詳
　
細　

「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

●
児
童
書
・
絵
本

お
さ
る
の
こ
う
す
け 

武
田　

美
穂

ひ
と
り
に
な
っ
た
ラ
イ
オ
ン 

夏
目　

義
一

ち
っ
ち
ゃ
な
ト
ラ
ッ
ク
レ
ッ
ド
く
ん

 
み
や
に
し
た
つ
や

モ
ン
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
パ
ト
ロ
ー
ル

 

柏
葉　

幸
子

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
の
イ
ソ
ッ
プ
も
の
が
た

り 

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

ど
れ
が
い
ち
ば
ん
す
き
？

 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン

君
に
届
け
　
７
～
12 

白
井
か
な
こ

宇
宙
兄
弟
　
22
～
28 

小
山　

宙
哉

◎
平
成
28
年
度
図
書
室

　

年
間
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト
３

【
一
般
書
】

第
１
位

　
臥
龍

　
　
横
浜
み
な
と
み
ら
い
署

　
　
　
　
暴
対
係 

今
野　
　

敏

第
２
位

　
人
魚
の
眠
る
家 

東
野　

圭
吾

第
３
位

　
九
十
歳
。
何
が
め
で
た
い

 

佐
藤　

愛
子

【
絵　

本
】

第
１
位

　
ア
ナ
と
雪
の
女
王

　
角
川
ア
ニ
メ

絵
本 

小
西　

樹
里

第
２
位
　
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
パ
ン
こ
う
じ

ょ
う 

工
藤
ノ
リ
コ

第
３
位
　
せ
ん
ろ
は
つ
づ
く
　
ま
だ
つ
づ
く

 

竹
下　

文
子

詳
　
細　

図
書
室 

☎
25

－

３
１
８
８

新

刊

案

内

●
一
般
書

直
木
賞
・
本
屋
大
賞
ダ
ブ
ル
受
賞
作

蜜
蜂
と
遠
雷 

恩
田　
　

陸

劇
場 

又
吉　

直
樹

ひ
と
め
ぼ
れ 

畠
中　
　

恵

み
み
ず
く
は
黄
昏
に
飛
び
た
つ

 

川
上
未
映
子
・
村
上
春
樹

夜
の
谷
を
行
く 

桐
野　

夏
生

さ
ら
ば
愛
し
き
魔
法
使
い 

東
川　

篤
哉

あ
と
は
野
と
な
れ
大
和
撫
子 

宮
内　

悠
介

B
U

T
T
E
R
 

柚
木　

麻
子

ど
ん
ぶ
ら
こ 

い
と
う
せ
い
こ
う

遠
縁
の
女 

青
山　

文
平

コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち
に 

川
口　

俊
和

路
地
裏
の
ほ
た
る
食
堂 

大
沼　

紀
子

夢
を
か
な
え
る
ノ
ン
シ
ュ
ガ
ー
パ
フ
ェ

 

今
井　

洋
子

洗
車
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
＆
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

 

カ
ー
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日

　
６
月
24
日
㈯

　
７
月
22
日
㈯

　
　
　
　
８
月
26
日
㈯
　
９
月
23
日
㈯

時
　
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳
　
細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４
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国民健康保険に関するお知らせ

■国民健康保険税の軽減拡充について

■国民健康保険高齢受給者証を更新します

　国が定める所得基準額を下回る世帯については、国民健康保険税の均等割額および平等割額が７割・５割

・２割軽減されています。このうち、５割軽減および２割軽減の基準額が平成29年度から変更となり、軽減

対象となる所得基準が拡充されます。

【軽減の拡充】

　国民健康保険に加入している70歳から74歳までの方に現在交付している「国民健康保険高齢受給者証」は

７月31日をもって有効期限が満了となります。

　８月１日から使用できる新しい受給者証は７月末までに各家庭に郵送しますので、新しい受給者証が届き

ましたら、住所・氏名等の記載内容を確認してください。７月中に届かない場合や、記載内容に変更がある

場合は役場住民課保険担当までお問い合わせください。

【窓口負担割合】

※現役並み所得者と判定された場合に、総収入額が基準収入額に当てはまる方については、申請により

窓口負担割合が１割または２割になります。

詳　細� 役場住民課保険担当　☎２５－２１４１内線２１５～２１８

軽減割合

軽減判定所得

平成28年度 平成29年度

７割 33万円以下 33万円以下

５割 33万円＋（26万５千円 ×被保険者数） 33万円＋（27万円 ×被保険者数）

２割 33万円＋（48万円 ×被保険者数） 33万円＋（49万円 ×被保険者数）

区　　　　　分 窓口負担割合

一般所得者（住民税の課税

標準額が１４５万円未満の方）

昭和19年４月１日以前に生まれた方 １割

昭和19年４月２日以降に生まれた方 ２割

現役並み所得者（住民税の課税

標準額が１４５万円以上の方）
― ３割

祉
医
療
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
補
助
金
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す

福

防

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
（
重
度
・
ひ
と

り
親
・
乳
幼
児
お
よ
び
児
童
）
受
給
者
証
は
、

７
月
31
日
㈪
を
も
っ
て
有
効
期
間
が
満
了
と

な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
る
新
し
い
受
給

者
証
は
７
月
下
旬
に
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
新
し
い
受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

住
所
・
氏
名
等
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
７
月
中
に
届
か
な
い
場
合
や
、
記

載
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
役
場
住
民
課

保
険
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
足
寄

町
へ
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
受
給
者

証
更
新
の
際
に
「
平
成
29
年
度
所
得
課
税
証

明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
１
月
１
日
時

点
の
居
住
地
の
市
区
町
村
役
場
に
平
成
29
年

度
所
得
課
税
証
明
書
を
請
求
し
、
６
月
末
ま

で
に
役
場
住
民
課
保
険
担
当
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
本
町
は
福
祉
医
療
の
受
給
資
格
に
所
得
制

限
を
設
け
て
お
り
、
受
給
者
証
更
新
の
際

に
所
得
超
過
等
に
よ
り
、
受
給
資
格
非
該

当
と
な
っ
た
方
に
も
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
８
月
１
日

以
降
に
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
助
成
制
度
の
種
類

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

心
身
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
の
医
療

費
の
一
部
を
北
海
道
と
足
寄
町
が
助
成
し

ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・
父
子
家

庭
）
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
・
お
子
さ

ん
の
医
療
費
の
一
部
を
北
海
道
と
足
寄
町

が
助
成
し
ま
す
。

●
乳
幼
児
お
よ
び
児
童
医
療
費
助
成
制
度

　

中
学
生
以
下
（
中
学
校
修
了
前
）
の
お

子
さ
ん
の
医
療
費
の
一
部
を
北
海
道
と
足

寄
町
が
助
成
し
ま
す
。

詳
　
細　

役
場
住
民
課
保
険
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
８

◯
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
補
助
金

 

（
民
生
安
定
施
設
助
成
事
業
）

　

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
第
８
条
の
規
定
に
基
づ
く
民
生

安
定
施
設
の
助
成
事
業
は
、
防
衛
施
設
の
設

置
ま
た
は
運
用
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
の

住
民
の
生
活
等
が
阻
害
さ
れ
る
と
求
め
ら
れ

る
場
合
、
そ
の
障
害
の
緩
和
に
役
立
て
る
た

め
に
地
方
公
共
団
体
に
対
し
行
わ
れ
ま
す
。

◯
平
成
30
年
度
事
業
要
望

◯
補
助
金
活
用
事
例

◯
平
成
29
年
度
導
入
予
定

　

・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　

防
衛
施
設
周
辺
整

備
事
業
に
よ
り
足
寄

弾
薬
支
処
周
辺
地
域

に
農
業
機
械
を
導
入

し
て
、
作
物
の
適
期

収
穫
等
を
促
進
す
る

こ
と
で
生
産
性
の
向

上
を
図
り
、
対
象
地

区
生
産
者
の
安
定
的

な
所
得
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
29
年
４
月

に
足
寄
弾
薬
支
処
、
帯
広
駐
屯
地
、
帯
広
防

衛
支
局
、
北
海
道
防
衛
局
に
事
業
要
望
に
伺

い
ま
し
た
。

平成28年度導入（消毒散布機10台） 平成27年度導入
（化学消防ポンプ自動車、

ポテトハーベスター）
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火
事
・
救
急
・

救
助
は
１
１
９

へ
！

　

昨
年
、
平
成

28
年
４
月
１
日

か
ら
「
と
か
ち

広
域
消
防
」
が

ス
タ
ー
ト
し
、

１
１
９
番
通
報

は
、
帯
広
市
に

配
置
さ
れ
た「
指

令
セ
ン
タ
ー
」

で
一
括
し
て
受
け
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
指
令
セ
ン
タ
ー
」
が
備
え
る
高
度
な
機

能
の
活
用
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
場
所
の
特

定
や
出
動
指
令
が
早
く
な
る
他
、
出
動
中
の

救
急
車
・
消
防
車
に
災
害
現
場
へ
の
最
適
な

ル
ー
ト
な
ど
の
詳
細
な
情
報
を
送
る
こ
と
で
、

今
ま
で
以
上
に
早
く
現
場
に
到
着
し
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蜂
刺
さ
れ
　
虫
刺
さ
れ

　

暖
か
く
な
り
、
外
で
活
動
す
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ズ
メ
バ
チ
を
は
じ

め
、
刺
さ
れ
た
あ
と
の
対
応
や
処
置
に
よ
っ

て
、
大
変
な
事
態
を
招
く
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ハ
チ
刺
さ
れ

　
　
　
２
度
目
か
ら
は
特
に
注
意
！

　

「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
と
言

わ
れ
る
症
状
が
急
激
に
出
ま
す
。

❶
強
い
か
ゆ
み
・
じ
ん
ま
し
ん
・
赤
く
腫
れ

る
な
ど

❷
吐
き
気
・
浮
腫
（
顔
や
眼
球
、
気
道
な
ど

に
腫
れ
）

❸
意
識
障
害
・
血
圧
低
下
な
ど

時
間
経
過
と
と
も
に
症
状
が
重
症
化
し
、
意

識
障
害
や
呼
吸
困
難
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。

　

「
何
か
お
か
し
い
？
」
と
思
っ
た
ら
、
迷

わ
ず
救
急
車
を
呼
ぶ
な
ど
し
て
医
療
機
関
に

行
き
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
チ
刺
さ
れ
に
限
ら
ず
、
道
内
で
も
外
来

種
の
虫
や
動
物
が
増
え
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
民
間
療
法
や
不
確
実
な
情
報
を
信
用
せ
ず
、

で
き
る
だ
け
早
く
医
療
機
関
に
行
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

詳
　
細　

足
寄
消
防
署 

☎
25

－

２
６
１
９

年
間
出
動
件
数�

（
５
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動�

171
件
（
30
件
増
）

火
災
出
動�

２
件
（
同　

数
）

�
※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

消防通信　第23号

前　略

足寄消防署より

　
み
な
さ
ん
は
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま

す
か
？
よ
く
「
ス
ト
レ
ス
が
多
く
て
嫌
に
な

る
」
や
「
ス
ト
レ
ス
に
負
け
そ
う
」「
ス
ト

レ
ス
で
体
の
調
子
が
悪
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
ね
。

ス
ト
レ
ス
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
部
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
刺
激
に
よ
っ
て
心
や
体
に
負
担
が
か
か
る

こ
と
で
、
心
身
に
ゆ
が
み
が
生
じ
た
状
態
を

い
い
ま
す
。

　

原
因
と
な
る
刺
激
は
、
精
神
的
な
も
の
だ

け
で
は
な
く
、
暑
さ
や
寒
さ
、
タ
バ
コ
や
公

害
物
質
、
カ
ビ
や
花
粉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
刺

激
が
含
ま
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
と
ど
う
な
る
？

　

ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
と
、
心
身
に
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
と
し
て
現
れ
ま
す
が
、
大
き
く
分

け
て
次
の
３
つ
の
面
が
あ
り
ま
す
。

①
心
理
面

：

元
気
が
な
い
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
・

不
安
が
あ
る
・
気
分
が
沈
む
・
興
味
や
関
心

が
低
下
す
る
な
ど

②
身
体
面

：

頭
が
痛
い
・
肩
が
こ
る
・
胃
が

痛
い
・
食
欲
が
な
い
・
便
秘
や
下
痢
な
ど

③
行
動
面

：

飲
酒
や
タ
バ
コ
の
量
が
増
え
る
・

注
意
力
が
低
下
す
る
・
仕
事
で
の
失
敗
が
増

え
る
な
ど

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
長
く
な
っ
た
り
強
く

な
っ
た
場
合
、
人
に
よ
っ
て
病
気
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
影

響
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
病
気
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
身
体
の
病
気
】

①
胃
炎
・
胃
潰
瘍
・
十
二
指
腸
潰
瘍

②
過
敏
性
大
腸
炎

③
突
発
性
難
聴

④
メ
ニ
エ
ー
ル
病

⑤
円
形
脱
毛
症

　

な
ど

【
心
の
病
気
】

①
不
眠
症

②
う
つ
病

③
適
応
障
害

　

な
ど

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法

　

ス
ト
レ
ス
は
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、

上
手
に
対
処
す
る
こ
と
で
生
活
に
張
り
を
与

え
た
り
集
中
力
が
ア
ッ
プ
し
た
り
と
良
い
面

も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
対
処
法
を
参
考
に
、
自
分
に
合
っ
た

方
法
で
ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

①
体
の
健
康
を
保
つ

：

適
度
な
休
養
や
睡
眠
、

食
事
、
運
動
を
取
り
入
れ
て
、
ス
ト
レ
ス
に

強
い
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

②
原
因
を
軽
減
・
取
り
除
く

：

原
因
が
わ
か

っ
て
い
る
と
き
、
無
理
を
し
て
我
慢
せ
ず
、

で
き
れ
ば
断
る
・
イ
ヤ
と
言
う
こ
と
も
時
に

は
必
要
で
す
。

③
物
事
の
受
け
止
め
方
を
変
え
る

：

物
事
を

否
定
的
に
と
ら
え
る
人
は
ス
ト
レ
ス
を
た
め

や
す
く
な
り
ま
す
。
肯
定
的
、
前
向
き
に
と

ら
え
て
「
～
べ
き
」「
～
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
思
い
込
み
を
変
え
、
柔
軟
な
考
え
方

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

④
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る

：

緊
張
し
て
ド

キ
ド
キ
し
た
り
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い

る
と
感
じ
た
時
に
上
手
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
方
法
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
好
き
な
音

楽
を
聴
い
た
り
、
趣
味
や
旅
行
な
ど
自
分
に

合
っ
た
方
法
を
い
く
つ
か
身
に
付
け
る
と
い

い
で
す
ね
。

⑤
体
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す

：

日
頃
か
ら
体
を
動

か
し
、
体
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
こ
と
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
に
有
効
で
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
な
ど
一
人
で
で
き
る
こ
と
や
、
テ
ニ

ス
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
み
ん
な
で
行
う
ス
ポ
ー

ツ
も
効
果
的
で
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ

り
、
こ
こ
ろ
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
気
分
を
軽

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
悩
み
事
の
相
談
先
に
困
っ
た
ら
・
・
・

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
０
５
７
０

－

０
６
４

－

５
５
６

・
帯
広
保
健
所
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

 

☎
０
１
５
５

－

２
１

－

９
１
１
０

※
平
日
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎
25

－

２
５
７
１

ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
ろ
う
！

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

消防署からのお願い

①火災・救急・救助の通報は「１１９番」にしてください。

②救急の場合、状況により、心肺蘇生などの応急手当の方法を指導しますので実

践してください。

③「サイレンを鳴らさないで」との通報がありますが、法令により、消防車・救

急車などはサイレンを鳴らさないと緊急走行ができません。ご理解とご協力を

お願いします。

１１９番通報するとき
通報時、指令員が必要なことを伺います。

安全なところから、あわてず、ゆっくりとお答えください。

❶「１１９番・とかち消防です。」

　「火事ですか？」「救急ですか？」

　「火事です。」・「救急です。」

❹最後に、あなたの名前は？

　通報されている方のお名前を教えてください。

❷住所は、どこですか？（最初に市町村名）

　例：足寄町北○条○丁目○○番地

　（住所が分からない場合は、

　　付近の分かりやすい建物等をお答えください。）

❸何が（誰が）どうしましたか？

　救急の場合：急病、交通事故、ケガなどと合わせ、

� 年齢、性別、症状…など

　火災の場合：何が燃えているかなどの状況

　（住宅の２階から火が出ています。

� 住人は避難しています。）
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詳
　
細
　
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
５

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
55
回

【
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の

 

ア
ド
バ
イ
ス
】

　

子
ど
も
が
着
る
服
を
選
ぶ
際
は
、
デ

ザ
イ
ン
や
着
心
地
、
脱
い
だ
り
着
た
り

す
る
と
き
の
楽
さ
な
ど
の
他
に
、
周
囲

の
凹
凸
に
つ
ま
ず
い
た
り
衣
服
が
引
っ

掛
か
っ
た
り
し
な
い
か
ど
う
か
想
像
し

て
み
る
な
ど
、
安
全
性
を
考
え
て
選
ぶ

こ
と
が
大
事
で
す
。
万
が
一
、
事
故
に

遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
「
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
・

ハ
ッ
ト
し
た
」
と
い
う
経
験
を
し
た
と

き
に
は
、
消
費
生
活
相
談
所
に
情
報
提

供
し
て
く
だ
さ
い
。
情
報
を
集
め
、
安

全
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
危
険
を
減
ら

す
手
だ
て
に
繋
が
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

可
愛
い
だ
け
で
選
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
～
子
ど
も
の
洋
服
選
び
に
つ
い
て
～

　
お
子
さ
ん
が
公
園
の
遊
具
で
遊
ん
で
い
る

と
き
な
ど
に
服
の
裾
や
ひ
も
が
引
っ
掛
か
っ

た
こ
と
で
危
な
い
目
に
遭
っ
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
消
費
者
庁
の
事
故
情
報
デ
ー
タ

バ
ン
ク
に
、
子
ど
も
の
衣
服
が
遊
具
に
引
っ

掛
か
っ
て
死
亡
し
た
と
い
う
事
例
が
２
件
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
と
し
て
思
い
が

け
な
い
事
故
を
予
防
す
る
に
は
ど
う
い
っ
た

事
に
気
を
つ
け
た
ら
良
い
か
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

Ｑ

：

そ
れ
は
ど
ん
な
事
故
で
す
か
？

Ａ

：

事
例
の
一
つ
に
「
ポ
ン
チ
ョ
を
着
た
女

児
が
滑
り
台
の
手
す
り
の
突
っ
張
り
部
分
に

衣
服
が
引
っ
掛
か
り
、
首
が
締
め
付
け
ら
れ

る
状
態
に
な
っ
て
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
が
後

日
死
亡
し
た
」
と
い
う
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

他
に
も
次
の
よ
う
な
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

首
回
り
の
ひ
も

・
滑
り
台
の
枠
に
引
っ
掛
か
っ
た

・
ブ
ラ
ン
コ
の
鎖
に
引
っ
掛
か
っ
て
、
降
り

る
と
き
に
転
倒
し
た

ウ
エ
ス
ト
や
腰
回
り
の
ひ
も

・
長
い
ひ
も
を
自
分
で
踏
ん
だ
た
め
に
転
倒

し
た

フ
ー
ド

・
屋
内
施
設
の
ド
ア
ノ
ブ
に
引
っ
掛
か
り
、

首
が
絞
ま
っ
た

・
子
ど
も
同
士
で
引
っ
張
り
合
っ
て
転
倒
し

た
部
位
と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
腕
部
」、
次

い
で
多
い
の
は
「
頭
部
」
で
す
。
全
体
の
70

％
は
軽
症
で
す
が
、
服
装
だ
け
で
な
く
、
肩

に
掛
け
る
カ
バ
ン
や
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
ベ

ル
ト
な
ど
で
も
遊
具
に
引
っ
掛
か
っ
て
「
ヒ

ヤ
リ
」
と
し
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

首
は
身
体
の
中
で
も
命
に
関
わ
る
た
め
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｑ

：

安
全
性
の
高
い
子
ど
も
服
を
選
ぶ
基
準

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ

：

購
入
の
際
に
、
子
ど
も
服
の
ひ
も
の
安

全
基
準
に
関
す
る
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
」
が
付

い
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
み
る
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
は
日
本
工
業
規
格
の
こ

と
で
、
平
成
28
年
の
春
夏
も
の
か
ら
子
ど
も

服
の
ひ
も
に
つ
い
て
、
年
齢
に
応
じ
て
長
さ

や
位
置
に
つ
い
て
細
か
な
規
定
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

Ｑ

：

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
前
の
手
持
ち
の
子
ど
も
服

は
ど
う
す
れ
ば
安
全
に
な
り
ま
す
か
？

・
ひ
も
を
適
度
な
長
さ
で
衣
服
に
縫
い
つ
け
、

周
囲
の
突
起
物
な
ど
に
引
っ
掛
か
り
に
く
く

す
る

・
ポ
ン
ポ
ン
（
玉
状
の
飾
り
）
を
切
り
取
る

Ａ

：

既
に
持
っ
て

い
た
り
、
誰
か
か

ら
贈
ら
れ
た
り
し

た
子
ど
も
服
、
ま

た
は
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
で
売
ら

れ
て
い
る
古
着
な

ど
に
、
下
図
の
よ

う
な
不
安
な
点
が

あ
っ
た
場
合
は
、

次
の
よ
う
な
工
夫

を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

・
ひ
も
を
抜
く
か

切
っ
て
短
く
す
る

・
子
ど
も
の
体
格
に
合
っ
た
服
を
着
せ
る

（
サ
イ
ズ
が
大
き
過
ぎ
る
と
、
周
囲
の
突
起

物
に
引
っ
掛
か
っ
た
り
、
裾
を
踏
ん
で
し
ま

っ
た
り
、
子
ど
も
が
動
き
に
く
く
な
っ
た
り

し
ま
す
）

子
等
去
り
し
園
を
見
張
る
や
雪
達
磨 

坂
本
　
夢
乃

遊
ぶ
子
を
見
守
る
眼
雪
達
磨 

小
山
　
博
子

庭
先
の
ど
ん
と
構
え
し
雪
達
磨 

湯
浅
　
保
子

雪
だ
る
ま
お
天
道
さ
ま
に
ほ
ほ
笑
め
り 

山
岸

　
清
子

子
と
父
の
完
成
ま
じ
か
雪
だ
る
ま 

吉
田

　
哲
子

ま
た
一
つ
解
け
し
悩
み
や
寒
明
く
る 

高
橋
と
し
子

寒
明
け
や
路
地
を
縫
い
ゆ
く
焼
芋
屋 

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 

足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

国民健康保険税の軽減判定誤りについて（お詫び）�

　このたび、足寄町では国民健康保険税における軽減判定所得の算定方法に誤りがあり、一部の加入

者の方の税金を過大または過少に徴収していたことが判明いたしました。対象となる方をはじめ、町

民の皆さまには、多大なるご迷惑をお掛けすることとなり、深くお詫び申し上げます。

［経緯］

　厚生労働省が後期高齢者医療保険制度において、青色申告（自営業者などが対象）を行っている一

部の加入者の保険料の軽減判定で誤りがあったとの報道発表を受け、国民健康保険税についても調査

をしたところ、本町にも同様の誤りがあり、本来いただく金額とは異なる金額を徴収していることが

判明しました。

［内容］

　国民健康保険税の軽減判定所得の算定に当たり、青色申告による純損失の繰越控除を行う場合、本

来は軽減判定所得用の繰越損失額を用いるべきところ、確定申告用の繰越損失額を用いて算定してい

ました。

［今後の対応］

　対象者へ戸別訪問によりお詫びするとともに状況を説明し、手続きを進めさせていただきます。今

後は、被保険者の皆さまの信頼を回復するため、関係法令などを常に確認するとともに、再発防止に

努め、真摯に業務に取り組んでまいります。

詳　細� 役場住民課課税担当　☎２５－２１４１内線２３４
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法務局で「法定相続情報証明制度」がスタートしました！ 学院見学会

気象災害から命を守るために気象警報が生まれ変わります！

電波のルールを守ろう！

新人を紹介します

「北海道女性の活躍支援センター」をご活用ください

「子どもの人権１１０番」強化週間

お知らせ

・年齢　46歳

・出身　青森県

・趣味　ドライブ　温泉めぐり

「入所者様が安心し快適な生

活が送れるように援助してい

きたいと考えています。声を

かけあい笑顔で毎日が過ごせ

るように努力していきます。」

平尾　千賀
福祉課

特別養護老人ホーム看護師

　これまでは、亡くなった方の名義の預貯金や保険、更に不動産の登記

名義の変更といった相続手続に関しては、手続先（金融機関や保険会社、

法務局など）に戸籍謄本などの書類の束を何度も提出して行わなければ

いけませんでした。

　そこで、こうした不便さを少なくするため、本年５月29日㈪から全国

の法務局で「法定相続情報証明制度」の運用を開始しました。

　この制度は、相続人が戸籍謄本などの書類の束と申出書などを法務局

に提出し、法務局が法定相続人に関する証明書について、必要な枚数を

手数料無料で発行することで、ほかの手続先には戸籍謄本などの書類の

束を提出せずに法定相続人に関する証明書で対応できるというものです。

ぜひ、ご利用ください。

詳　細� 法務局　　houmukyoku.moj.go.jp

　北海道では、結婚、子育て、介護など女性のライフステージや就業、

起業などさまざまなお悩みに電話・メール・面談にて対応する「北海道

女性の活躍支援センター」を開設しています。

　「北海道女性の活躍支援センター」では「悩みはあるけど、どこに相

談したらよいかわからない。」「挑戦したいことはあるけど、手順がわ

からない。」などの相談に、経験豊かな女性の支援員が専門の相談機関

や支援施策を紹介するなど、コンシェルジュとして対応しています。ま

た、起業や子育て相談などの専門相談日を設けるなど、女性の総合相談

支援機関としても皆さまの相談に対応していますので、ぜひご活用くだ

さい。

北海道女性の活躍支援センター

場　　所　　札幌市中央区北２条西７丁目

　　　　　　かでる２・７　道民活動センタービル　６階

相談電話　　☎０１１－２０４－５７１１

メールアドレス　kitanojyosei@sirius.ocn.ne.jp
相談時間　　月・火・木・金　　午前10時～午後４時

　　　　　　　　水・土　　　　午前10時～午後１時

　　　　　　（休館日　年末年始、日曜・祝日）

ホームページ　http://www.l-north.jp/katsuyaku/
詳　　細　　北海道環境生活部

　　　　　　くらし安全局道民生活課女性支援室活躍推進グループ

 ☎０１１－２０６－６９５４（直通）　担当　矢島

　釧路地方法務局では子どもをめぐるさまざまな人権問題に積極的に取

り組むため、専用相談電話の受付時間を延長します。

期　　間　６月26日㈪～７月２日㈰
受付時間　・６月26日㈪～６月30日㈮
　　　　　　午前８時半～午後７時

　　　　　・７月１日㈯～７月２日㈰
　　　　　　午前10時～午後５時

相談担当者　釧路人権擁護委員連合会所属の人権擁護委員

　　　　　　および釧路地方法務局職員

主　　催　　法務省人権擁護局および全国人権擁護委員連合会

実施機関　　釧路地方法務局および釧路人権擁護委員連合会

「子どもの人権１１０番」（子ども用）

フリーダイヤル　☎０１２０－００７－１１０（全国共通）

　帯広高等看護学院では、看護師

に興味・関心のある人を対象に、

学院見学会を開催します。将来看

護師を目指している方の参加をお

待ちしています。

日時　平成29年７月27日㈭
午前の部　午前10時～11時半

午後の部　午後１時～２時半

場所　帯広高等看護学院

　（帯広西11条南39丁目１－３）

内容　学院内見学・赤ちゃん人形

の抱っこや血圧測定などの体験学

習など

対象　高校２年生以上

　　（初めて参加の方のみ）

参加費　無料

持ち物　上履き

申し込み　定員はありませんが、

下記の必要事項を添えた電話また

はメールでの申し込みが必要にな

ります。

①氏名　②性別　③学校名

④学年または年齢　⑤希望の部

申込期間　７月10日㈪午前９時

　　　　～７月14日㈮午後５時

詳　細　帯広高等看護学院

 ☎０１５５－４７－８８８１

 obikan@m2.octv.ne.jp

　本別町にある軍馬慰霊碑建立から30年、軍
馬補充部十勝支部の前身である陸軍牧場開設
から１１０年にあたり、「軍馬」をテーマに
開催します。全国の軍馬慰霊碑の資料や、新
たに収集した軍馬補充部資料を中心に紹介し、
生きとし生けるものすべての命の大切さを伝
えます。ぜひご来館ください。
期　　間　７月１日㈯～８月31日㈭
開館時間　火～金　午前９時～午後４時
　　　　　土・日　午前９時～午後３時
場　　所　本別町歴史民俗資料館（月曜休館）
協　　力　ナガサキピースミュージアム（長崎市）
入�館�料　無料
詳　　細　本別町歴史民俗資料館
　　　　　　（本別町北２丁目）
� ☎２２－２１４１内線４１０
� または図書館　☎２２－５１１２

　６月の銀河の森天文台は、毎週土曜・日曜
限定でプラネタリウムを上映します。望遠鏡
による星空観察と併せてぜひご覧ください。
番�組�名　「オーロラ生命の輝き」
上映時間　１回目午後３時、２回目午後５時、
　　　　　３回目午後８時（各回約30分）
定　　員　１回あたり20名（当日先着順）
開館時間　午後２時～10時半
　　　　　（月曜・火曜休館）
入�館�料　昼　大人300円� 小・中学生200円
　　　　　夜　大人500円� 小・中学生300円
　　　　　※小学生未満　無料
　　　　　※お得なパスポート
　　　　　　大人1,000円� 小・中学生600円
　　　　　　（発行日より１年有効）
詳　　細　銀河の森天文台
� ☎２７－８１００

資料館企画展「７月15日本別空襲を
伝える～戦争にいった馬たち～」

「銀河の森天文台」
� ～プラネタリウム上映情報～

　気象庁では平成29年出水期から、気象警報の４つの改善を予定してい

ます。①５日先までの大雨警報などの発表の可能性を［高］［中］の２

段階で提供します。②警報・注意報の発表時に、最大24時間先までの危

険度の予想を色分け表示して提供します。③これまで大雨・洪水警報な

どの発表基準に用いてきた雨量に代えて、災害発生との結びつきが強い

「指数」（土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指数）を用いるよう

にします。これにより、より的確な警報・注意報を提供します。④大雨・

洪水警報が発表されたときに、どこで実際に危険度が高まっているのか

を地図上に色分け表示します。これらの改善した情報は、①と②は５月

17日から、③と④は７月上旬から気象庁ホームページでご覧いただくこ

とができるようになります。

詳　細� 釧路地方気象台　　☎０１５４－３１－５１４６

 www.jma-net.go.jp/kushiro/

　アマチュア無線の多くは、個人

的な無線技術の興味に基づいて行

うための無線です。工事や除排雪

などの仕事に関する通信にアマチ

ュア無線は使えません。

　総務省　北海道総合通信局では、

電波監視を実施し、適正な電波環

境の維持に努めていきます。電波

に関する困りごとやご相談は下記

へお問い合わせください。

詳　細　北海道総合通信局

 ☎０１１－７３７－００９９

電話受付時間　午前８時半～正午

　　　　　　　午後１時～５時

　　　　　　　（土日祝日を除く）

電子メール

　soudan-hokkaido@soumu.go.jp
北海道総合通信局ホームページ

http://www.soumu.go.jp/soutsu/
hokkaido/

本　別　町 陸　別　町
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☆毎月掲載している『うちの人気者』を

楽しみにしている方も多いのではない

でしょうか。実は、素敵な笑顔を撮る

までに少し長い道のりが訪れます。

☆私が写真を撮ろうとすると子どもたち

は、黒くて大きいカメラと眩しいフラ

ッシュにビックリしてしまい、更には

私のことを怖がってしまうという始末。

慣れてきたかな？と思うとモデル業に

疲れてしまう子どもたち…

☆短時間で子供たちの素敵な笑顔を引き

出すという技は、残念ながら私には、

まだ備わっていないようです。

☆今後も親御さんや保育士さんのご協力

をたくさんいただきながら、素敵な笑

顔を撮影できたらと思います。

杉本　太
た

一
いち

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年６月13日生まれ）

　車と犬が大好きな息子は人見

知りをあまりせずいつも周りに

笑顔を振りまいています。妹と

ともに元気に育ってくれること

を願っているよ。

� 理成・愛実さ
んの子

� （西町７丁目）

　５月28日に行われた「町民ボランティアの

森づくり」でのスナップです。

� （⇒４ページ）　

ひとのうごき

５月末の住民基本台帳

人　口　　７，０９０　人　（－10)

　男　　　３，４３８　人　（－７)

　女　　　３，６５２　人　（－３)

世　帯　　３，５４７世帯（－１)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

青砥　蓮
れん

虎
と

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年６月２日生まれ）

　重機が大好きで発見すると大

興奮。歌や踊りも得意で、大好

きなお姉ちゃんといつも楽しま

せてくれます。これからも姉弟

仲良く、強く優しい子に育って

ね！� 卓也・亜弥香さ
んの子

� （郊南１丁目）
内山　莉

り

緒
お

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年６月20日生まれ）

　本当はお調子者だけど人見知

り。お喋りも上手になり大好き

なアナ雪の真似をしたりしてい

ます。もうすぐお姉ちゃんにな

るのが待ち遠しいみたいです。

� 勇人・真理子さ
んの子

� （南３条３丁目）


